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一
般
質
問

頼
れ
る
の
は
町
、
補
助

率
の
上
乗
せ
を

須
藤
典
夫
議
員

　８
月
の

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
災

害
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　

宮
林
総
務
課
長

　金
山
町

で
も
５
日
午
前
８
時
か
ら

６
日
の
午
前
８
時
ま
で
の

２４
時
間
降
水
量
が
３
１
２
．

５
㎜
を
記
録
し
、
観
測
史

上
最
大
と
な
っ
た
。

　こ
の
大
雨
に
よ
り
、
床

下
浸
水
１１
件
、
道
路
の
冠

水
や
法
面
崩
落
、
農
地
冠

水
等
が
多
数
発
生
し
た
が
、

人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ

と
は
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
の
活
動
あ
る
い
は

自
主
避
難
の
実
施
、
区
長

や
消
防
団
員
の
個
別
の
避

難
誘
導
等
、
早
急
な
対
応

に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

須
藤
議
員

　今
後
へ

の
教
訓
は
。

町
長

　災

害
本
部
の

設
置
に
つ

い
て
は
、

夜
間
だ
っ

た
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ

が
活
動
し

て
い
た
こ

と
な
ど
か

ら
、
混
乱

を
き
た
す

と
い
う
こ

と
で
、
未

設
置
の
ま
ま
対
応
し
た
。

　た
だ
、
振
り
返
っ
て
見

る
と
、
対
策
本
部
を
設
置

で
き
る
規
定
で
あ
っ
て
も
、

職
員
で
対
応
す
る
に
し
て

も
限
度
が
あ
る
の
で
、
夜

間
、
休
日
の
場
合
の
対
策

に
あ
た
る
体
制
を
さ
ら
に

職
員
が
意
識
を
高
め
て
、

今
度
こ
う
い
う
事
が
起
き

た
場
合
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と

を
想
定
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。

須
藤
議
員

　小
規
模
農
地

災
害
復
旧
支
援
事
業
に
お

い
て
町
補
助
金
の
上
乗
せ

は
で
き
な
い
か
。

佐
藤
産
業
課
長

　町
の
補

助
額
は
、
県
の
制
度
に
併

せ
て
６
分
の
１
と
い
う
事

で
算
定
し
て
い
る
。

「
ま
ち
の
駅
」
建
設
構

想
の
結
論
は

須
藤
議
員

　町
民
や
来
訪

者
に
町
の
情
報
や
産
物
を

紹
介
す
る
公
設
の
「
ま
ち

の
駅
」
は
建
設
出
来
る
の

か
。

町
長

　ま
ち
の
駅
、
あ
る

い
は
、
道
の
駅
に
し
て
も

国
土
交
通
省
か
ら

の
補
助
を
頂
く
よ

う
に
な
れ
ば
、
２４

時
間
使
え
る
ト
イ

レ
の
設
置
、
あ
る

い
は
、
冬
場
で
も

ト
ラ
ッ
ク
等
の
車

両
を
止
め
ら
れ
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、

そ
う
い
う
ふ
う
な

事
が
課
題
と
し
て

出
て
く
る
の
で
、

公
民
館
を
改
築
し

て
、
あ
の
公
民
館

が
出
来
た
約
５０
年

前
の
車
社
会
と
、

今
の
車
社
会
は
全
く
違
う

の
で
、
そ
の
辺
を
考
え
合

わ
せ
れ
ば
、
ま
ち
の
駅
も

道
の
駅
も
設
置
す
る
に
は

か
な
り
窮
屈
な
場
所
に
な

る
。　現

実
的
に
は
道
の
駅
、

ま
ち
の
駅
の
建
設
と
い
う

の
は
、
非
常
に
お
金
が
掛

か
る
反
面
、
年
間
を
通
し

て
の
経
営
が
な
か
な
か
成

り
立
た
な
い
と
そ
う
い
う

事
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

現
段
階
で
は
物
理
的
な
広

さ
の
面
と
、
将
来
の
経
営

面
両
方
を
考
え
る
と
、
か

な
り
実
現
性
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

災
害
復
旧
に
全
力
を
尽
く
せ

回
答

県
と
協
力
し
て
対
応

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

　
　
　８
月
５
日
か
ら
６
日
、
３０
日
か

　
　ら
３１
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
害

　が
で
て
い
る
。
農
地
被
害
の
対
象
に

　な
ら
な
い
農
家
に
も
支
援
を
。

　
　
　当
初
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

　
　・
多
目
的
機
能
支
払
交
付
金
対
象

　地
へ
の
支
援
は
な
か
っ
た
が
、
県
が

　３
分
の
１
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

　県
と
の
や
り
取
り
を
経
て
、
町
の
６

　分
の
１
支
援
が
実
現
し
た
。

　
　
　修
景
形
成
助
成
金
は
、
町
内
に

　
　住
め
ば
出
な
い
、
町
外
に
住
め
ば

　出
る
。
ま
た
、
危
険
な
空
き
家
に
な

　ら
な
い
と
、
該
当
し
な
い
と
い
う
対

　応
で
は
、
解
体
に
踏
み
切
れ
な
い
方

　も
い
る
。
対
応
の
見
直
し
を
望
む
が
。

　
　
　審
査
会
で
、
助
成
対
象
を
判
定

　
　し
て
い
る
。
交
付
要
綱
で
は
、
老

　人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
居
し
た

　場
合
は
対
象
と
な
る
が
、
今
後
、
さ

　ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
と
思

　わ
れ
る
の
で
、
内
容
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　中
央
公
民
館
の
設
計
は
、
ど
ん

　
　な
形
で
、
誰
に
決
定
す
る
の
か
。

　
　
　町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
町
の

　
　景
観
審
議
会
に
相
談
し
て
、
長
く

　携
わ
っ
て
き
た
先
生
の
中
か
ら
、
随

　意
契
約
で
設
計
者
を
選
定
し
た
い
。

～産業厚生常任委員会～
報
告

　会
議
に
先
立
ち
、
請
願
の

あ
っ
た
田
茂
沢
地
区
の
被
災
箇
所

を
調
査

　
　
　災
害
復
旧
資
材
で
、
地
区

　
　支
給
が
５０
万
円
、
消
耗
品
が

　８
万
円
と
あ
る
が
内
容
は
。

　
　
　土
嚢
袋
や
土
留
め
板
、
木

　
　杭
等
の
応
急
資
材
を
想
定
し

　て
い
る
。

　
　
　町
内
で
の
「
集
落
営
農
」

　
　組
織
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

　い
る
か
。

　
　
　今
年
、
荒
屋
地
区
５
戸
の

　
　農
家
で
「
荒
屋
集
落
営
農
」

　が
立
ち
上
が
り
、
将
来
は
全
戸

　加
入
の
法
人
化
を
目
指
し
て
い

　る
。
た
だ
、
上
台
地
区
と
漆
野

　地
区
の
組
織
は
解
散
し
て
い
る
。

　
　
　４０
万
円
以
下
の
小
規
模
災

　
　害
復
旧
対
策
事
業
は
県
が
３

　分
の
１
、
町
６
分
の
１
、
個
人

　２
分
の
１
の
負
担
と
あ
る
が
、

　町
の
配
分
を
変
え
る
こ
と
は
で

　き
る
の
か
。

　
　
　こ
れ
は
案
で
あ
り
、
ど
こ

　
　ま
で
変
え
ら
れ
る
か
は
こ
れ

　か
ら
に
な
る
。

　

　
　
　街
な
か
公
営
住
宅
は
今

　
　後
も
２
棟
ず
つ
建
設
し
て

　い
く
の
か
。

　
　
　２
次
計
画
に
入
り
、
４

　
　年
で
８
棟
を
計
画
し
て
い

　る
が
、
必
ず
建
て
る
も
の
で

　は
な
く
、
社
会
情
勢
も
勘
案

　し
て
進
め
た
い
。

　
　
　１０
月
か
ら
医
師
１
名
が

　
　増
え
る
が
、
夕
診
を
増
や

　せ
な
い
の
か
。

　
　
　先
生
方
は
対
応
で
き
る

　
　が
、
看
護
師
が
定
員
６
名

　に
対
し
３
名
不
足
し
て
お
り
、

　対
応
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

９
月
７
日
午
後
に
開
催
さ
れ
、
所
管
の
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
、

所
管
事
務
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

８
月
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
へ
の
復
旧
支
援
を

８
月
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
へ
の
復
旧
支
援
を

小規模農地災害復旧支援に更なる支援を　 小規模農地災害復旧支援に更なる支援を　 

須 藤 典 夫 議員

100万人を突破した道の駅「米沢」

被災した農地を調査
被災した農地を調査

田茂沢の請願箇所で

問問 答答
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